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地域と文化
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　『
地
域
と
文
化
』
は
、
一
九
八
〇
年
八
月
の
第
一
号
か
ら
一
九
九
六
年
八
月
の
第
九
五
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
雑

誌
で
あ
る
。
第
一
号
の
編
集
委
員
は
池
宮
正
治
、
上
江
洲
均
、
我
部
政
男
、
宜
保
栄
治
郎
、
高
良
倉
吉
、
仲
地
哲

夫
で
あ
り
、
第
二
四
号
か
ら
は
真
栄
城
守
定
が
名
を
連
ね
た
。

　「
発
刊
に
あ
た
っ
て
」（
池
宮
正
治
）
に
は
、「
地
域
の
文
化
と
歴
史
に
関
す
る
〝
広
場
〟
と
言
っ
た
冊
子
に
し

た
い
と
思
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
沖
縄
の
論
文
か
ら
共
同
研
究
の
成
果
、
資
料
紹
介
や
エ
ッ
セ
イ
、
短
信
な
ど
多

種
多
彩
で
、
同
時
に
沖
縄
島
北
部
・
宮
古
・
八
重
山
・
奄
美
な
ど
多
く
の
地
域
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。

　
平
均
二
六
頁
程
度
の
小
冊
子
で
あ
っ
た
た
め
か
、
現
在
か
ら
み
て
も
重
要
な
情
報
が
収
録
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

所
蔵
さ
れ
て
い
る
研
究
機
関
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

　
沖
縄
文
化
研
究
の
利
便
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
本
復
刻
版
を
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

不二出版



推 薦 文

沖
縄
研
究
の
重
要
文
献
に
し
て
地
域
情
報
の
宝
庫

安
里 

進
（
前
沖
縄
県
立
博
物
館･

美
術
館
長
）

『
地
域
と
文
化
』
は
、
一
九
八
〇
～
九
六
年
に
ひ
る
ぎ
社
が
隔
月
刊
行
し
た

沖
縄
の
地
域
と
歴
史
・
文
化
の
総
合
学
術
雑
誌
で
あ
る
。
全
九
五
号
、
総
頁

は
二
千
頁
に
近
い
。
多
彩
な
執
筆
者
に
よ
る
大
量
の
論
考
は
、
地
域
情
報
の

宝
庫
で
あ
り
、今
で
も
琉
球
・
沖
縄
研
究
に
知
的
刺
激
を
与
え
る
重
要
文
献
だ
。

収
録
論
考
は
、
琉
球
・
沖
縄
の
各
時
代
・
各
地
域
の
歴
史
を
中
心
に
、
文
学
、

民
俗
学
、
自
然
科
学
、
書
道
、
数
学
史
、
科
学
技
術
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
、

話
題
も
沖
縄
・
日
本
か
ら
世
界
各
地
に
お
よ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
大
小
の
論

文
だ
け
で
な
く
、
エ
ッ
セ
イ
や
旅
行
記
に
よ
る
情
報
紹
介
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
も
富
み
、
な
か
に
は
白
熱
し
た
議
論
も
あ
っ
て
読
ん
で
い
て
飽
き
る
こ
と

が
な
い
。

こ
の
雑
誌
は
、
バ
ブ
ル
期
を
は
さ
ん
だ
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
は
、

多
く
の
自
治
体
が
市
町
村
史
編
纂
事
業
に
取
り
組
み
、
若
手
・
中
堅
研
究
者

を
中
心
に
地
域
史
研
究
の
熱
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
時
代
を
背

景
に
、
ひ
る
ぎ
社
と
六
名
の
編
集
委
員
が
提
供
し
た
『
地
域
と
文
化
』
を
舞

台
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
が
一
六
年
間
に
わ
た
り
投
稿
し
議

論
を
交
わ
し
て
つ
く
り
あ
げ
た〈
時
代
の
成
果
〉と
評
す
べ
き
文
献
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
重
要
文
献
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
雑
誌
を
所
蔵
す
る
機
関
は
そ

う
多
く
な
い
。
ま
た
、
個
人
所
蔵
で
も
欠
号
が
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
た
び

の
復
刻
出
版
を
機
に
、
こ
の
重
要
文
献
が
全
国
の
図
書
館
や
研
究
機
関
に
収

蔵
さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

『
復
刻
版 

地
域
と
文
化
』
を
推
薦
し
ま
す

大
田
静
男
（
八
重
山
郷
土
史
家
）

沖
縄
は
今
も
政
治
の
嵐
が
激
し
く
吹
き
荒
れ
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
だ
。

し
か
し
、
他
の
分
野
に
お
け
る
潮
流
は
確
実
に
変
化
し
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
沖
縄
の
南
西
印
刷
出
版
部
（
ひ
る
ぎ
社
）
の
編
集
長
富
川
益
郎

の
呼
び
か
け
で
池
宮
正
治
、
上
江
洲
均
、
我
部
政
男
、
宜
保
栄
治
郎
、
高
良
倉
吉
、

仲
地
哲
夫
ら
新
進
気
鋭
の
若
手
研
究
者
た
ち
が
参
集
し
『
地
域
と
文
化
』
を
立

ち
上
げ
た
。

池
宮
正
治
は
「
難
解
な
ギ
ル
ド
社
会
の
、
内
向
き
の
雑
誌
で
は
な
く
、
さ
り

と
て
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
気
軽
な
知
識
欲
と
空
想
で
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
自
ら

の
立
脚
す
る
地
域
に
目
を
据
え
て
、
そ
の
地
域
の
、
よ
っ
て
き
た
っ
た
歴
史
と

豊
か
な
文
化
に
学
び
、
そ
れ
ら
を
各
自
の
関
心
か
ら
科
学
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
、
共
通
の
認
識
に
高
め
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
地
域
の
文
化
と
歴
史
に
関
す

る
〝
広
場
〟
と
言
っ
た
冊
子
に
し
た
い
と
思
う
」（「
発
刊
に
あ
た
っ
て
」）
と
述

べ
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
八
月
一
五
日
第
一
号
を
発
刊
し
た
。年
六
回
の
刊
行
を
め
ざ
し
た
。

Ｂ
５
判
の
平
均
二
六
頁
の
小
冊
子
に
は
、
大
学
の
研
究
者
や
地
域
研
究
者
に

よ
る
沖
縄
、
奄
美
、
先
島
の
歴
史
、
民
俗
、
文
学
な
ど
斬
新
な
研
究
成
果
が
次
々

発
表
さ
れ
た
。

し
か
し
、
一
九
九
六
年
八
月
第
九
五
号
を
持
っ
て
一
六
年
の
幕
を
閉
じ
た
。

突
如
会
社
が
倒
産
し
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、『
地
域
と
文
化
』
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

地
域
の
研
究
者
を
育
て
各
分
野
に
お
け
る
レ
ベ
ル
を
高
め
た
功
績
は
だ
れ
も

が
認
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。

現
在
で
は
通
史
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
今
な
お
研
究
課
題
も
あ
る
。

原
本
を
失
っ
た
史
料
（
資
料
）
も
あ
る
。

そ
の
多
彩
な
論
文
は
今
も
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。
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澤
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櫻
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澤
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０
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仲
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円
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米
軍
統
治
下
の
奄
美
・
琉
球
で
は
、
日
本
国
憲
法
が
定
め
た
集
会
や
結
社
、

出
版
な
ど
表
現
の
自
由
が
規
制
さ
れ
、検
閲
の
禁
止
、通
信
の
秘
密（
二
一
条
）

は
実
質
的
に
は
保
障
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
基
地
の
安
定
確
保

と
反
共
を
政
策
と
し
た
軍
政
府
の
強
権
が
あ
っ
た
。
各
教
員
団
体
は
、
こ
う

し
た
制
約
下
、
自
ら
の
意
見
を
表
明
・
共
有
化
す
る
た
め
の
機
関
誌
を
刊
行

し
て
い
た
。『
教
育
大
島
』『
教
育
と
文
化
』（
奄
美
群
島
）、『
宮
古
教
育
』『
教

育
時
報
』（
宮
古
群
島
）、『
新
世
代
』（
八
重
山
群
島
）、『
新
教
育
』（
沖
縄
群

島
）で
あ
る
。い
ず
れ
も
四
七
年
以
降
に
軍
政
府
の
認
可
を
受
け
て
創
刊
さ
れ
、

簡
易
な
冊
子
と
し
て
会
員
を
中
心
に
配
布
さ
れ
て
い
た
。
新
た
な
史
料
発
掘

と
精
細
な
考
証
の
成
果
に
も
と
づ
く
史
料
集
成
。

別　

冊
＝
解
説
（
仲
程
昌
徳
・
松
下
博
文
・
粟
国
恭
子
・
酒
井
直
子
）・

　
　
　
　

総
目
次
（
新
城
栄
徳
）・
索
引

体　

裁
＝
A
5
判
・
上
製
・
総
2
、
5
3
8
頁

推　

薦
＝
我
部
政
男
・
高
橋
敏
夫

揃
定
価
＝
本
体
９
６
、
０
０
０
円+

税

　
一
九
五
〇
年
四
月
、「
沖
縄
、
日
本
、
或
い
は
海
外
に
あ
っ
て
郷
土
の
再
建

を
ひ
た
す
ら
祈
り
、
各
々
そ
の
立
場
々
々
か
ら
力
を
つ
く
し
て
い
る
人
々
の

心
の
慰
め
と
な
り
、
力
の
泉
た
ら
ん
こ
と
を
期
し
て
「
お
き
な
わ
」
が
生
れ

ま
し
た
」（
本
誌
創
刊
号
編
集
後
記
よ
り
）。
気
宇
壮
大
な
出
版
人
・
神
村
朝

堅
ら
の
志
の
も
と
、
こ
の
総
合
雑
誌
は
在
京
の
お
き
な
わ
社
か
ら
六
年
間
発

行
さ
れ
た
。
主
要
執
筆
者
は
、
仲
原
善
忠
・
金
城
朝
永
・
比
嘉
春
潮
・
奥
里

将
建
・
東
恩
納
寛
惇
・
宮
良
当
壮
・
島
袋
盛
敏
。

別　

冊
＝
解
説
（
粟
国
恭
子
・
近
藤
健
一
郎
・
世
良
利
和
・
新
城
栄
徳
）・

　
　
　
　

総
目
次
（
新
城
栄
徳
）・
索
引

体　

裁
＝
B
5
判
・
A
5
判
・
上
製
・
総
１
、
６
１
６
頁

推　

薦
＝
仲
程
昌
徳
・
阪
井
芳
貴

揃
定
価
＝
本
体
９
８
、
０
０
０
円+

税

　
本
誌
は
一
九
四
〇
年
に
創
刊
さ
れ
、
一
九
四
四
年
一
月
ま
で
沖
縄
で
刊
行

さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
創
刊
当
初
の
編
集
発
行
人
は
本
山
豊
、
同
人
は
本
山

豊
・
石
川
文
一
・
金
城
安
太
郎
の
三
人
で
あ
る
。
同
時
代
で
は
唯
一
の
総
合

文
化
雑
誌
を
目
指
し
創
刊
し
た
。
全
三
八
号
を
復
刻
。
戦
時
下
、
一
九
四
四

年
三
月
に
は
首
里
に
三
二
軍
の
司
令
部
が
置
か
れ
、
十
・
十
空
襲
、
一
九
四

五
年
の
沖
縄
戦
で
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
の
多
く
も
失
わ
れ
て
い
る
。
映

画
・
演
劇
・
舞
踊
・
音
楽
と
い
っ
た
芸
能
分
野
に
本
誌
の
特
徴
が
あ
る
が
、

観
光
、
移
民
情
報
、
政
治
・
経
済
、
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
関
わ

る
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
。

別　

冊
＝
解
説
（
我
部 

聖
）・
総
目
次
・
索
引

体　

裁
＝
A
5
判
・
上
製
・
総
2
、
5
5
6
頁

推　

薦
＝
小
森
陽
一
・
新
城
郁
夫
・
仲
程
昌
徳
・
目
取
真
俊

揃
定
価
＝
本
体
9
６
、
０
０
０
円+

税

　
一
九
五
三
年
七
月
、
米
軍
の
強
い
取
り
締
ま
り
の
中
『
琉
大
文
学
』
は
創

刊
さ
れ
た
。
誌
面
で
多
く
の
同
人
が
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
用
し
て
い
た
の
は
、

名
前
を
秘
す
る
こ
と
が
必
要
な
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。同
人
に
と
っ
て
、「
米

軍
統
治
下
の
現
実
と
い
か
に
立
ち
向
か
う
か
」
が
文
学
・
思
想
上
の
大
き
な

問
題
で
あ
っ
た
。「
島
ぐ
る
み
闘
争
」、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
そ
し
て
高
度
経
済

成
長
に
突
き
進
む
日
本
「
本
土
」
と
の
間
で
「
復
帰
」
に
向
か
う
時
代
状
況

と
切
り
結
び
な
が
ら
文
学
表
現
を
試
み
て
き
た
。
同
誌
と
同
時
期
に
足
跡
を

残
し
た
『
前
衛
地
帯
』『
沖
縄
文
学
』『
サ
チ
ュ
リ
コ
ン
』『
原
点
』
と
と
も
に

復
刻
す
る
次
第
で
あ
る
。

別　

冊
＝
解
説
（
三
木 

健
）・
総
目
次
・
索
引

体　

裁
＝
Ｂ
５
判
・
A
5
判
・
上
製
・
総
１
、
３
５
０
頁

推　

薦
＝
砂
川
哲
雄
・
仲
程
昌
徳
・
近
藤
健
一
郎

揃
定
価
＝
本
体
６
９
、
０
０
０
円
＋
税

　
自
治
意
識
の
高
ま
り
の
中
で
活
字
文
化
の
「
黄
金
時
代
」
を
迎
え
た
戦
後
の

八
重
山
で
「
地
方
文
化
の
確
立
」
を
掲
げ
て
創
刊
し
た
総
合
文
化
雑
誌
を
復
刻
。

戦
後
の
混
乱
か
ら
復
興
へ
と
向
か
い
始
め
て
い
た
一
九
四
六
年
五
月
、
八
重
山

文
芸
協
会
は
旗
揚
げ
し
た
。
主
な
会
員
は
、
桃
原
用
永
、
大
濱
信
光
、
喜
友
名

英
文
、
村
山
秀
雄
、
玻
名
城
長
輝
ら
二
〇
人
余
で
あ
る
。
協
会
は
活
動
の
中
心

を
『
八
重
山
文
化
』
の
発
行
に
置
き
、
会
長
に
大
濱
、
副
会
長
に
喜
友
名
、
編

集
長
に
村
山
を
選
出
、
会
誌
は
小
説
や
短
歌
、
俳
句
な
ど
の
文
芸
も
の
か
ら
時

事
評
論
や
歴
史
も
の
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

体　

裁
＝
B
5
判
・
A
5
判
・
上
製
・
総
7
、
3
5
0
頁

推　

薦
＝
原
洋
之
介

揃
定
価
＝
本
体
２
７
２
、
０
０
０
円+

税
（
各
巻
分
売
可
）

　
米
国
民
政
府
に
よ
る
琉
球
政
府
設
立
の
三
年
後
に
あ
た
る
一
九
五
五
年
、

琉
球
政
府
は
『
琉
球
要
覧
』
を
刊
行
す
る
。
本
資
料
は
「
行
政
白
書
」
の
役

割
を
も
ち
、
内
容
は
土
地
・
気
象
・
人
口
統
計
・
労
働
力
調
査
・
消
費
者
実

態
調
査
・
輸
出
入
統
計
・
犯
罪
統
計
・
火
災
統
計
の
「
総
括
」
か
ら
始
ま
り
、

「
政
治
」「
財
政
金
融
」「
産
業
」「
教
育
」「
社
会
」「
建
設
通
信
」「
労
働
」「
治

安
」「
文
化
・
観
光
」
ま
で
沖
縄
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
を
網
羅
し
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
占
領
下
沖
縄
を
知
る
た
め
の
基
礎
資
料
で
あ
る
。

解　

説=

波
照
間
永
吉

体　

裁
＝
B
5
判
・
A
5
判
・
上
製
・
総
4
、
6
0
8
頁

推　

薦
＝
我
部
政
男
・
仲
程
昌
徳

揃
定
価
＝
本
体
１
５
０
、
０
０
０
円+

税

　『
沖
繩
文
化
』
は
、
一
九
四
七
年
八
月
に
創
設
さ
れ
た
沖
繩
文
化
協
会
の
機

関
誌
で
あ
る
。
当
誌
は
一
九
五
三
年
の
第
二
七
号
で
休
刊
と
な
っ
た
が
、
一
九

六
一
年
に
復
刊
し
、
現
在
に
至
る
。
沖
繩
文
化
協
会
は
今
日
ま
で
沖
縄
研
究
の

柱
と
し
て
活
動
を
進
め
、『
沖
繩
文
化
』
を
通
し
て
沖
縄
研
究
の
優
れ
た
成
果

を
紹
介
し
、
多
く
の
研
究
論
文
を
収
録
し
て
き
た
。
そ
れ
は
「
お
も
ろ
さ
う
し
」

研
究
を
は
じ
め
言
語
学
、
歴
史
学
、
人
類
学
、
考
古
学
、
宗
教
学
、
文
学
、
芸

術
学
と
多
岐
に
わ
た
る
。
協
会
の
協
力
の
も
と
、
復
刊
第
一
号
か
ら
第
六
〇
号

ま
で
を
復
刻
し
、
沖
縄
文
化
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

体　

裁
＝
B
5
判
・
上
製
・
総
6
、
7
8
6
頁

推　

薦
＝
原
洋
之
介

揃
定
価
＝
本
体
２
９
４
、
０
０
０
円+

税
（
各
巻
分
売
可
）

　
琉
球
政
府
は
一
九
五
五
年
刊
行
の
『
琉
球
要
覧
』
に
続
い
て
、
一
九
五
七

年
に
『
琉
球
統
計
年
鑑
』
の
刊
行
を
始
め
た
。
統
計
の
項
目
は
、
沖
縄
に
関

す
る
土
地
・
気
象
・
人
口
・
労
働
力
・
経
済
・
諸
産
業
・
イ
ン
フ
ラ
・
貿

易
・
通
貨
・
金
融
・
雇
用
・
家
計
・
教
育
・
衛
生
・
行
政
・
治
安
・
軍
事
等

を
主
に
、
戦
前
の
統
計
や
諸
外
国
の
統
計
ま
で
、『
琉
球
要
覧
』
で
は
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
詳
細
な
情
報
ま
で
網
羅
し
た
総
合
的
統
計
年
鑑
で
あ
る
。
ま
た
、

途
中
か
ら
英
語
表
記
も
追
加
さ
れ
、
外
国
人
も
閲
覧
が
可
能
な
よ
う
に
さ
れ

て
い
た
。

四
群
島
の
各
教
員
団
体
機
関
誌
〔
一
九
四
七
年
～
一
九
五
三
年
〕

占
領
下
の
奄
美
・
琉
球
に
お
け
る

教
員
団
体
関
係
史
料
集
成

	

全
7
巻
・
別
冊
１

お
き
な
わ
社　

発
行
〔
一
九
五
〇
年
～
一
九
五
五
年
刊
〕

お
き
な
わ	

全
6
巻
・
別
冊
1

月
刊
文
化
沖
縄
社　

発
行
〔
一
九
四
〇
年
～
一
九
四
四
年
刊
〕

月
刊 

文
化
沖
縄	

全
4
巻
・
別
冊
1

琉
球
大
学
文
芸
部
（
琉
大
文
藝
ク
ラ
ブ
）
発
行
〔
一
九
五
三
年
～
一
九
七
八
年
刊
〕

琉
大
文
学	

　

全
5
巻
・
付
録
１
・
別
冊
１

八
重
山
文
芸
協
会
／
八
重
山
文
化
社　
発
行
〔
一
九
四
六
年
～
一
九
五
〇
年
刊
〕

八
重
山
文
化	

　

全
3
巻
・
別
冊
1

琉
球
政
府　

発
行
〔
一
九
五
四
年
版
～
一
九
七
一
年
版
〕

琉
球
要
覧	

　

全
14
巻

沖
繩
文
化
協
会　

発
行
〔
一
九
六
一
年
～
一
九
八
三
年
収
録
〕

沖
繩
文
化	

　
全
８
巻

琉
球
政
府　

発
行
〔
一
九
五
五
年
版
～
一
九
七
二
年
版
〕

琉
球
統
計
年
鑑	

全
14
巻
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●
　

表
示
価
格
は
す
べ
て
税
別
。

不
二
出
版

〒
１
１
３・
０
０
２
３

東
京
都
文
京
区
向
丘
１・
２・
１
２

電
話
０
３・
３
８
１
２・
４
４
３
３

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
０
３・
３
８
１
２・
４
４
６
４

振
替
０
０
１
６
０・
２・
９
４
０
８
４

2017/6

関
連
図
書

体　
裁
＝
四
六
判
・
並
製
・
２
２
０
頁

定　
価
＝
本
体
１
、９
０
０
円+

税

　

か
つ
て
西
欧
中
で
起
き
た
「
琉
球
」
大
流
行
の
軌
跡
を
追
う
。

　

一
八
一
六
年
九
月
一
六
日
、
那
覇
港
に
姿
を
現
し
た
英
軍
艦
船
と
琉
球
と

の
友
好
的
な
交
流
を
、著
者
の
数
々

の
業
績
を
踏
ま
え
て
多
角
的
に
紹

介
。

　

本
書
の
「
主
な
参
考
文
献
」、「
文

献
索
引
」、「
人
名
索
引
」は
バ
ジ
ル
・

ホ
ー
ル
研
究
入
門
の
手
引
き
と
し

て
活
用
さ
れ
た
い
。

体　
裁
＝
四
六
判
・
並
製
・
2
6
4
頁
・
カ
ラ
ー
口
絵
付

推　
薦
＝
山
口
栄
鉄
・
真
栄
平
房
昭

定　
価
＝
本
体
１
、８
０
０
円
＋
税

　

新
発
見
資
料
「
幻
の
訪
琉
記
」
の
全
訳
。
一
八
一
六
年
九
・
一
〇
月
の
英
軍

艦
船
訪
琉
は
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
著
『
朝
鮮
・
琉
球
航
海
記
』
が
有
名
だ
が
、

同
行
し
て
い
た
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
英
国

海
軍
尉
官
の
訪
琉
記
が
、
イ
ギ
リ
ス

で
浜
川
仁
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
。

バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
の
『
朝
鮮
・
琉
球

航
海
記
』
を
複
眼
的
に
見
直
す
新
資

料
で
あ
り
、
ま
た
二
百
年
ぶ
り
に
よ

み
が
え
る
感
涙
の
物
語
で
あ
る
。

地
域
と
文
化

【
復
刻
版
】　
全
４
巻
・
別
冊
１

◉
原
本
発
行
＝
南
西
印
刷
出
版
部
（
ひ
る
ぎ
社
）

◉
原
本
発
行
年
月
＝
１
９
８
０
年
８
月
～
１
９
９
６
年
８
月

◉
体

裁
＝
B
5
判
・
上
製
・
総
1
、9
8
4
頁

◉
別

冊
＝
解
説
（
高
良
倉
吉
）・
総
目
次
・
索
引

　
（
別
冊
の
み
分
売
可
＝
本
体
１
、０
０
０
円
＋
税

 　
　
　

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
8
0
5
6
-
7

）

◉
推

薦
＝
安
里　

進
・
大
田
静
男

◉
揃
定
価
＝
本
体
８
４
、０
０
０
円
＋
税

　
　
　
　
　
　
　

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
8
0
5
0
-
5

◉
刊

行
＝
２
０
１
７
年
７
月

＊
著
作
権
者
か
ら
の
許
可
を
得
ら
れ
ず
掲
載
で
き
な
か
っ
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

山
口
栄
鉄 

著

英
人
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
と
大
琉
球

　

―
来
琉
二
百
周
年
を
記
念
し
て

H
・
J
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド 

著
／
浜
川 

仁 

訳
・
解
説

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
訪
琉
日
記

　

―
も
う
ひ
と
つ
の
開
国


